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狛
の
・
恥
刻
印
世
界
中
萌
配
及
を
わ
れ
わ

れ
は
Ｑ
で
F
j
n
M
j
J
j
S

3
p

う
。
ロ
シ
ア
消
向
か
ど
れ
岬
｀
Ｈ
世
界
０

被
抑
圧
民
眠
被
抑
。
昆
隨
毀
に
と
ウ

ヘ
柘
冲
的
・
く
り
一
と
な
り
、
Ｊ
リ
、
物

賢
司
辿
‐
？
回
忌
し
こ
ｏ
ｙ
。

－ - -

本
労
働
者
一
轍
が
、
第
三
イ
ン
ク
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
と
直
接
に
良
触
し
た
機
会
で

あ
り
、
日
本
社
会
主
義
者
と
、
外
国
社

会
心
義
一
０
．
政
俊
的
接
触
の
復
活
の
最
・
強
調
し
ら
　
　
　
　
；

初
り
機
会
で
あ
・
り
、
国
際
的
座
併
、
プ
ー
［
日
本
は
朝
鮮
を
庇
服
し
、
根
こ
そ

ロ
レ
ク
リ
ア
国
原
主
義
穴
］
休
的
実
旦
ぎ
略
奪
し
尽
哨
鮮
民
族
解
放
の
む
め

と
し
ｙ
ら
持
つ
怠
義
は
大
き
か
こ
な
ら
ひ
吸
中
国
民
族
解
放
○
た
め
に

べ
（
大
丸
義
一
『
目
屎
マ
ル
ク
ス
主

Å
り
源
流
ご

　
大
会
で
は
、
目
恚
八
八
産
党
を
貼

成
す
Ｊ
二
と
が
強
調
さ
れ
、
代
表
は
、

日
ぶ
包
敵
宛
り
「
一
九
こ
二
年
制
．
哨
草

１
．
恚
爪
Ｉ
戊
．
心
ノ
附
言
シ
ァ
ツ
案
」
い
４
４
に
Ｊ
&
ｉ
ｊ
;
ｊ

ｇ
ｊ
ｌ
ｙ

～
ｌ
ａ
Ｉ
Ｉ
＆
ｓ

ｓ
ｌ
ｓ
ｊ
ｌ
　
Ｉ

転
池
．
ロ
リ
ー
≒
．
・
ベ
ー
几
一
八
徊

甘
言
牡
づ
⊃
言
言
門
ド

十
¨

三
レ
ニ
ケ
ケ
ヅ
］
…
…
…
…
」

…
…

｛
｛
「

’
」
‐
｀
六

・
｛
｛

ヽ
．
一
｝“

そ
り
リ
国
政
、
ニ
ド
．
示
七
月
土
ム

ロ
、
目
奏
法
‐
照
覚
か
砧
成
さ
れ
’
兄

h
Q
'
;
rg
j
‐
lj
l
ぽ
こ
Ｊ
召
喫
’
フ
民
厄
入
民
り
．
火
吹
解
放
闘
や
ぶ
尚
丿
目
恥
盾
り
に
Ｉ
戌
へ
り
脳
‐
ノ
り
忠
で
ら

　
恚
昌
主
乃
尽
辻
・
ご
ち
、
こ
い
…
…
…
Ｊ
．
』
ル
’
‘
回
―
心
’
一
八
心
か
ご
Ｉ
。
な
に
ぶ
り

ハ
ー

１
２
Ｐ
ｙ

Ｆ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
￥
Ｆ

Ｊ
Ｊ
鮮
人
民
０
回
章
ん
▽
ご
は
、

Ｅ
％
ｙ
Ｊ
ｉ
７
Ｍ
ｙ
ｇ
Ｆ
ｊ
ｙ

ｉ

ｌ
｛
２
Ｆ
Ｊ
Ｎ
ｊ
ｉ
２
Ｊ
几
し
た

呪
旨
を
計
ピ
で
い
、
・
り
．
祈
回
収
．
侑
国
主
我

ｏ
ル
穴
ｉ
・
ご
し
て
ぴ
花
し
て
い
匈

と
な
る
も
の
で
必
る
が
、
発
尼
す
る
と

同
時
に
、
政
・
吋
に
対
す
る
決
議
文
・
ご
に

衆
に
対
す
る
埋
４
文
を
出
し
た
。

　
一
万
吐
公
大
衆
党
を
は
じ
め
士
子
心

「
革
新
団
体
」
ち
次
第
に
足
淀
み
か
。
そ

ボ
叫
政
権
○
咀
玉
の
申
で
圖
っ
て
い
る

朝
鮮
人
民
ｏ
闘
い
勺
・
」
れ
瞳
陪
宅
４

の
心
．
一
部
に
突
き
刺
る
い
か
吊
遥
恥
Ｆ

「
民
族
統
一
ｔ
国
学
生
逗
召
の
ほ
？
そ
し
て
ゴ
ー
め
．
屁
護
の
下
に
、
杭
慢
の

生
の
参
加
に
よ
り
て
開
か
れ
勺
こ
れ
一
し
崎
け
で
い
る
南
北
分
断
非
．
ハ
度
９
い
ド
に
育
ご
宵
宮
．
づ

は
後
に
、
「
教
門
店
で
公
お
う
」
と
七
万
き
わ
め
て
以
’
削
閲
な
存
在
は
、
巾
ご
「
ぞ
和
と
民
Ｕ
－
ざ

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
．
で
ぶ
ご
れ
る
、
こ
悴
国
」
○
防
衛
線
と
し
て
存
圧
し
で
し
て
い
た
日
本
方
ｗ
に

南
北
圓
の
学
生
交
流
悪
惣
」
起
こ
し
呉
い
必
の
で
は
な
く
、
恥
帝
国
Ｅ
或
り
、
．
米
帝
国
主
４
り
軍
丿
旋

’ ･ I C I I S ･ ･ ･ . （ ･ l j ･ こ

な ぷ Ｉ ． ｊ ， ＆

確
認
し
で
お
く
必
安
が
あ
る
だ
ろ
う
’
ヽ
‐
‐
で
あ
凡

　
朝
鮮
民
族
に
、
無
尽
な
哀
を
涙
淵
。
米
帝
国
主
戦
い
白

| | ･ | . : 1 1 :

L . ･ ･ l j
ヅ

　
南
北
統
】
ぶ
司
す
べ
く
、
学
生
は

六
十
年
十
月
下
旬
、
ソ
ウ
ル
○
高
麗
大

学
で
統
一
問
尼
に
関
す
る
大
討
論
会
を

問
き
、
つ
い
で
十
一
月
ソ
ウ
ル
大
学
民

族
解
放
統
一
恵
盟
か
ヱ
ハ
Ｏ
人
余
の
学

生
の
参
加
に
よ
り
て
開
か
れ
勺
こ
れ

革
命
戈
持
」
ど
い
う
．
、
ツ
ー

な
か
っ
た
こ
と
こ
そ
、
ミ
、

が
、
朝
鮮
問
碗
に
吋
し
．

で
あ
り
犯
罪
回
≒
・
ヲ

二
次
ア
ジ
ア
革
面
）
の
中
途
挫
折
を
突

破
す
ぺ
く
闘
わ
れ
て
い
る
し
堀
を
の
ベ

ト
ナ
ム
６
イ
ン
ド
シ
ナ
民
政
解
放
闘
争

の
・
胎
動
と
し
て
存
征
し
で
い
る
こ
と
仝

ミ

互

・

一
サ
フ
ァ
ロ
フ
は
民
族
、
植
民
地
間

‐
‐
‐
恵
」
の
レ
ポ
ー
ト
○
申
で
次
の
よ
う
に

・
強
調
し
ら
　
　
　
　
；

ヤ
ｙ
・
；
ｊ
ブ
．
ツ
ベ
　
ゴ
ヅ
ヤ
ー
‘
”
．
｛
‘
に
『
ａ
〃
ゝ
ヽ
四
万
一
・
．
．
．
’
ヽ
ｊ
Ｊ
ぺ
い
の
ぶ
暑
ぺ
申
国
丿
剛
鮎
こ
枇
一
戦
線
溺
議
会
廿
貳
成
し
な
Λ
る
こ
と
ジ
可
能
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
．
反
革
り
、
同
国
を
甲
石
に
・
｀
・
ノ
ル
附
し

万
言
・
ヅ
に
…
…
ｊ
｀
‐
’
ハ
ヽ
‘
‥
’
ゲ
ヽ
゛
ぃ
ぃ
Ｉ
八
白
冷
ヅ
芯
回
恐
り
凹
ぷ
二
・
り
・
恥
黙
兄
め
に
闘
争
を
目
分
の
を
ヒ
の
よ
ー
こ
、
南
部
俐
雙
主
に
自
五
匈
戦
略
を
嵯
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
ｔ
恣
ｉ
Ｅ
義
に
が
乙
怒
り
宍
ぶ

‐
‐
.
．
４１
ｋ
４
･
‐
．
．
…
…
Ｑ
¨
‐
¨
｀
゛
’
‥
・
几
ご
ノ
ー
ら
・
宍
瞳
え
万
…
…
…
・
励
ど
し
・
・
ム
ズ
る
こ
と
を
勁
求
し
て
い
Ｉ
統
一
の
ぶ
が
拡
大
し
、
デ
モ
が
げ
な
わ
一
し
、
き
た
る
べ
き
．
嘸
喫
ア
ジ
ア
○
一
員
．
し
て
い
こ
こ
ら
ご
見
抜
か
ね
ぺ
な
ら
な

…
…
－
」
、
、
一
ｔ
ｃ
乙
、
’
ｕ
フ
．

汗
・
仙
・
　
ｙ
Ｔ
　
　
一
問
・
混
同

へ
　
ｒ
ｙ
ｊ
り
Ｊ
・
Ｉ
ｓ

‥
ド
ー
ス
ド
’
で
ご
Ｉ
几
‘
二
二
で
ノ
公
談
い
．
欣
栄
恚
極
眼
ツ
．
極
東
勤
労
名
大
公
以
降
り
日
‐
ｉ
‐

ト
ふ
叛
心
卸
’
｀
‐
’

し
状
ｉ
Ｊ

Ｉ
戻
族
、
植
民
地
間
賑
’
一
「
極
‐
‐
‐
中
人
民
の
連
帯
は
そ
れ
以
降
具
体
的
な

ぶ
『
り
尚
・
．
四
沌
吊
し
一
．
扁
に
わ
レ
爪
・
疼
‐
Ｌ
‐
戎
老
の
任
務
に
芒
一
い
に
な
る
．
日
帝
本
土
に
於
い
て

㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ■

た
た
か
う
こ
と
は
、
日
本
労
働
者
階
級

の
劃
一
の
義
務
で
あ
る
ご
「
日
本
の

労
勘
所
は
中
国
及
ひ
朝
鮮
の
観
を
た
り

こ
と
な
く
し
刄
日
本
帝
国
主
義
の
政

策
に
対
す
る
こ
の
破
壊
的
致
命
的
打
撃

な
く
し
て
、
み
ず
か
ら
も
ま
た
自
由
に

な
れ
な
い
ご
Ｉ
≒

　
さ
ら
に
「
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
・
妃
決

μ
‐
こ
．
鮨
屯
０
状
勢
」
り
決
議
は
．

　
図
際
的
ブ
リ
レ
タ
リ
ア
ー
円
義
務

ぺ
目
呆
の
カ
剽
ど
ぺ
中
国
ｊ
・
剛
鮎

ｊ
　
純
‘
・
　
占
．
ｐ
‐
‐
即
口

’
・
い
し
ピ
ダ
言
旺
に
Ｉ
ぃ
じ
≒

　
「
申
９
帽
．
訃
か
『
ベ
イ
ン
ド
シ
ナ
ー

Ｊ
・
ぢ
１
ｙ
ド
Ｊ
・
ツ
ベ
』
ぷ
」
心
放
・
一
之
／

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

．
．
ご
う
フ
レ
ー
’
‥
…
…
…
一
・
゛
ご
．
．
．
い
ツ
匹
Ｓ
り
Ｙ
・
．
’

排
外
主
義
一
国
主
義

　
　
の
解
体
に
向
け
イ
ｙ

- ¶ － - j ■ 皿 －

一
一
い
に
な
る
Ｑ
曰
帝
本
土
に
於
い
て
一
張
勉
政
権
の
危
機
泌
で
ち
て
い
。

一
賤
一
九
二
二
￥
０
新
溜
涙
カ
蜀
電
一
勺

一
所
工
珊
現
場
で
り
朝
鮮
人
労
働
西
虐
殺
　
事
態
は
、
六
一
年
五
月
五
日
の
全
国

こ
抗
議
ぞ
忿
昏
に
瑞
言
ｑ
左
貿
こ
Ｉ
几
首
心
ぢ
匈
レ
た
民
疾
統
ぶ
沿

　
　
ｊ
・
Ｔ
ザ
ｋ
叛
心
卸
’
・
．
1
.
:
i
。
S
S
S
j

l
良
族
、
植
民
地
間
賑
’
一
「
極

宍
．
げ
鯛
り
ｙ
‘
‐
・
四
沌
吊
し
．
一
ｉ
に
わ
い
／
爪
・
疼
‐
Ｌ
‐
戎
老
の
任
務
に
関

　
F

4
i
G
j
Z
赳
乙
に
Ｉ
‘
．
ぃ
Ｉ
頌
ア
ツ
Ｊ
ｙ
・
ふ
」
石
が
叔
旨
れ
た
．
大

▽
哭
二
心
司
で
ビ
で
ペ
バ
、

古

公
り
怖
児
荊
労
が
沁
す
る
宣
行
隋

’
;
;
2

9
、
・
Ｊ
ミ
七
ｙ
ル
ン
ツ
心
．
ビ
、
Ｔ
呆
、
一
ノ
．
'
１
７
ｎ
、
ｙ
ｌ
ギ
リ
ス
、
フ
ー
フ

仁
丿
認
し
ぃ
Ａ
・
ｙ
ぃ
・
．
じ
？

　
八
ご
ス
伺
釦
、
Ｊ
『
ぶ
、
．
目
奉
、

ｔ
‥
ス
ず
ヱ
ド
咎
り
代
表
１
心
割
し

‐
‐
‐
宍
吊
則
帽
剪
お
よ
ぴ
蒙
占
い
大
‥
れ
た
○
に
対
し
、
四
月
￥
廂
穴
痛
‐
ｙ

ぶ
高
民
吹
哨
ｙ
敢
の
た
め
の
・
闘
争
は
、
百
虫
勉
政
降
は
、
こ
れ
ら
り
南
北
統
一
一

汗
時
に
目
ｄ
解
放
り
た
め
り
口
紅
プ
ロ
石
勤
き
に
．
反
対
し
、
「
デ
モ
一
割
法
万

一
レ
タ
リ
ア
ー
ト
ｏ
闘
考
ゐ
る
ご
右
や
ヽ
「
．
反
共
産
主
義
特
別
芒
０
臨
隻

竃
淘
し
≒
　
　
　
　
　
　
一
包
浪
支
応
で
≒
こ
う
様
な
浦
田
・
び
ニ

ｙ
ｙ
’
・
門
　
．
。
ｙ
ｙ
’
、
Ｊ
Ｉ
・
う
’
ｊ
ご
う

　
J
5

1
s

:
r
:
1
.
’
万
‥
ｙ
已
．
‐
ｙ
ｙ
し
、
て
ヅ
ジ
い
内
回
心

・‘Ｊ ，ｉ

ﾐ

ｽ ﾎ ﾞ

｜

一 一 一 一 一 一 一 一 ･

ｉ
一
”
ｊ
。
１

　
Ｅ
－
一
　
、
‘

‘
』
≒
　
Ｊ
ｙ
　
誤
　
ヘ
琴
‐
’
り
。

　
　
　
　
≒
’
ヽ
｀
’
・
』
ヽ
略
ご
。
。
ご
べ

な
っ
た
．
　
ヽ

　
だ
か
．

‘
几
ニ
．
ぐ
ん
日
一
日
、
測
咀

卜
泌
７
一
同
ツ
．
‘
ヤ
．
』
白
布
労
働
石
階
級

４
・
川
生
爪
向
が
一
佇
白
月
と
し
か

厠
『
米
口
内
布
国
生
島
ぱ
、
朴
．
反
吊

命
恵
ぶ
Ｉ
デ
々
Ｉ
を
指
揮
し
司
ぴ
軍

事
監
獄
国
家
を
即
り
、
ぶ
嘔
陥
腎
蝸
巻

k
し
た
い
で
あ
勺

　
現
を
．
新
目
前
ｏ
朴
ぞ
応
極
ｏ
テ

コ
入
れ
強
化
か
日
「
悴
」
条
約
、
目

一
吟
」
関
原
ヤ
冷
ぷ
屈
・
－
て
、
万
ほ

り
Ｉ
、
義
ｏ
ベ
ト
ナ
ム
ー
イ
ン
ド
シ
ナ
で

勺
収
に
い
り
八
‐
に
で
し
て
行
政
・
わ
れ
ふ

破
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
洒
で
敵
で
恋
民
族
と
し
で
○
宗
一
史
こ
そ
、
例
鮮
人
民

り
、
無
条
件
に
弾
圧
し
な
け
れ
ば
な
良
の
一
成
統
一
朝
鮮
と
い
う
最
も
図
帝
国

な
い
回
天
勺
フ
．
あ
俯
こ
い
『
戸
を
ド
我
い
・
嗣
い
に
よ
っ
て
解
体
ざ
れ
な
け

右
は
、
い
よ
い
よ
闘
い
を
押
し
池
め
、

沢
に
Ｍ
す
る
こ
と
な
く
、
学
玄
、
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